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去る12月22日(金)、地域密着型金融の
一層の推進を図ることを目的に、那覇市内

において「地域密着型金融に関するシンポ

ジウム2006」（主催：沖縄総合事務局）

を開催しました。一般の方々をはじめ金融

業界など約90名の方々が出席されました。 

　シンポジウムでは、まず、琉球銀行、沖

縄銀行、沖縄海邦銀行から事業再生や融資

に係わる特色ある取組み事例の発表をいた

だきました。 

　続いて、山内眞樹氏（日本公認会計士協

会沖縄会会長）をコーディネーター、永田

均氏（琉球大学法科大学院教授）、野中正

信氏（宜野湾市商工会事務局長）、仲宗根

京子氏（消費生活アドバイザー）、東門巽

氏（㈱おきなわリバイタル社長）及び３行

の事例発表者をパネラーとしてパネルディ

スカッションが行われました。 

　ここでは、「沖縄において地域金融に期

待すること」と題し、地域企業の事業再生

に向けた取組みや担保・保証に過度に依存

しない融資等中小企業金融の円滑化について、

今後のあり方を含め、活発な議論が交わさ

れました。 

 

 

地域密着型金融に関する 
シンポジウム開催！ 

 

財　務　部 

第３２回沖縄県畜産共進会（主催：沖縄県
畜産共進会協議会）が平成１８年１１月９日～

１０日の日程で南部家畜市場（八重瀬町）に

おいて開催されました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

　本共進会は、県内で生産される家畜の改

良及び畜産農家の飼養管理技術の向上の成

果を競い合う場として毎年開催されています。

初日の開会式で、竹林局長から「本日の共

進会を契機として畜産振興が図られること

は極めて有意義なものであり、今後とも畜

産農家と関係者が連携した取組を期待して

おります。」と祝辞を述べられました。  

　 開会式終了後、各部門ごとに厳正な審査

が行われました。  

　その結果、農林水産大臣賞には、今帰仁

村の徳山盛仁さん（肉用牛）、沖縄市の高

宮城愛子さん（乳用牛）、うるま市の大石

根良枝さん（種豚）がそれぞれの部門で決

定されました。また、生産局長賞には本部

町のもとぶ牧場（肉用牛枝肉）が決定され

ました。 

沖縄県畜産共進会 
（種畜部門）を開催  

 

農林水産部 

経済産業部が推進するＯＫＩＮＡＷＡ型
産業振興プロジェクトでは、昨年１０月に県

内大学等及びプロジェクト会員企業による

サービスロボットの製品化を目指した「ロ

ボット研究会」を発足しました。 

　これを記念して、１１月２４日、ヒューマノ

イド型ロボット（二足歩行ロボット）競技

会「ＲＯＢＯ－ＯＮＥ」を主宰する西村輝

一氏（同委員会代表・株式会社いすゞ中央

研究所エンジン研究第一部部長）を招き、

記念講演会を開催しました。 

　西村代表は、「ロボットビジネスの今後」

と題した講演の中で、「ＲＯＢＯ－ＯＮＥ」

の活動内容及び今後の取組等の紹介に加え、

ロボット開発における「時代の流れ」を読

む大切さや、サービスロボットの具体化に

向けて、ニーズと技術の把握、統合的モデ

ルベース開発の活用、長期的視点に立った

技術人材育成の重要性について触れ、「サ

ービスロボットは人の心をつかむことが重要」

と参加者に訴えました。 

　また、講演前のデモンストレーションと

して、プロジェクトの会員企業である株式

会社レイメイコンピュータが製作したヒュ

ーマノイド型ロボットの実演も行いました。 

ロボット研究会 
発足記念講演会を開催 

 

経済産業部 

シンポジウムの様子 

（優秀賞を受けた肉用牛） 
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地域に活力を与えることができるのは、そ
の地域の「人」です。経済産業部では、昨年１年

をかけて沖縄本島北部、中部、南部、宮古、八重

山の５地域から核となる人材を発掘、彼らの活動

を支援するプロジェクトを実施しました。その地

域を継続的に元気づけると注目されている５３名

のキーパーソンを選出し、経済産業部職員が現

地に出向き彼らの活動内容や意見等を直接聴

取することで、地域振興のあり方を模索してきま

した。 

　地域振興を進めていくには、キーパーソンの

みならず、その地域の自治体、商工会等の団体

と歩調を合わせて活動することの重要性が見え

てきました。そこで、各地の意見交換会の議論

を共有するために、平成１８年１１月２９日、那覇市

内において全県ベースの「自立的発展実現フォ

ーラム」を開催しました。フォーラムは、一橋大

学大学院の関光博教授の、地域振興のために日

本各地で活動する特筆すべき人達に関する基

調講演で始まりました。パネルディスカッション

では、５地域の代表が「これからの地域振興の課

題として、キーパーソンに限らず地方自治体を

始め各地域団体等が連携し、情報等の共有によ

り地域の力を結集した取組を進めていくことが

大切で、地域経済の自立化を実現するために各

地域におけるネットワークの形成が重要。」とし、

各地域の活性化策等をコミットメントしました。

フォーラム終了後の懇親会でも、地域ごとに集

まってキーパーソンや自治体等職員の意思形成

が行われるようにしました。 

　経済産業部では、今回の経験を踏まえ、これか

らもキーパーソンの発掘と、彼らの前向きな活

動が効率的に進むようにキーパーソンを結ぶ活

動を行っていきます。 

自立的発展実現 
フォーラムを開催 

経済産業部 

沖縄初のＥＴＣ専用インターチェンジ「喜
舎場スマートＩＣ社会実験」を平成１８年１１月２

５日（土）より開始いたしました。 

　沖縄県は那覇方面への交通集中により、南

北方向の幹線道路である国道５８号などの直

轄国道においては、慢性的な渋滞が発生して

いるが、同様の働きを担う沖縄自動車道にお

いては、比較的容量に余裕があるため、その

アンバランスな利用形態の解消が重要な課

題となっています。 

　このような状況の下、南北道路の強化とそ

れを連絡する東西道路整備を前提とした「ハ

シゴ道路」の整備が検討されてきました。 

　当スマートＩＣは、「ハシゴ道路」の整備の一

環として、沖縄自動車道・喜舎場バス停にお

いて、高速道路の利用促進、北中城ＩＣ及び周

辺道路の混雑緩和、喜舎場スマートＩＣの本格

導入に向けた課題を把握する事を目的に、喜

舎場スマートＩＣ地区協議会（沖縄総合事務局

南部国道事務所、沖縄県、北中城村、西日本

高速道路㈱、沖縄県警）を主体に実験を実施

しております。 

　実験概要は以下の通りですので、皆様是非

ご利用ください。 

 

実験箇所：沖縄自動車道　喜舎場バス停 

　　　　　（北中城村役場前） 

実験期間：平成１８年１１月２５日 

　　　　　～平成１９年３月３１日 

利用時間：ＡＭ６：００～ＰＭ８：００ 

利用可能車両：普通車、軽自動車等 

ご利用に当たっての注意： 

ＩＣ予告ゲート、本ゲート、バス加速車線合

流部においては一旦停止してください。 

「喜舎場スマートＩＣ 
社会実験」を開始 

開発建設部 

大量の輸送需要が発生し、輸送機関等に
人流・物流が集中する年末年始は、ひとた

び事故等が発生した場合には大きな被害と

なることが予想されます。 

　このため、陸・海にわたる輸送機関等に

ついて、１０月１日より施行された運輸安全

一括法の趣旨を踏まえた経営トップを含む

幹部の強いリーダーシップの下での自主点

検等を通じた安全性の向上を図るため、「年

末年始の輸送等に関する安全総点検」を平

成１８年１２月１０日～平成１９年１月１０日まで

実施しました。 

　今回の総点検においては、所期の目的を

達成することができるよう、①飲酒運転を

防止するための体制整備状況、②気象情報（特

に交通障害を生じる恐れのあるもの）の収集・

伝達体制の整備状況、③テロ防止のための

警戒体制及び発生時の通報・連絡・指示体

制の整備状況を重点点検事項としました。 

　具体的には、モノレール、バス、タクシー、

トラック及びターミナル事業者等陸上交通

関係、旅客定期航路事業者等船舶関係、政

府登録ホテル等宿泊施設関係及び第一種旅

行業者に対して適切な点検を行うよう指導

を行ったほか、期間内に職員による立入検

査を実施し、点検において発見された不備

事項については、早急な改善を指示・指導

しました。 

年末年始の輸送等に関する 
安全総点検の実施 

運　輸　部 


